
（様式３） 

福島県家庭教育応援企業等推進活動報告書 

企 業 名 有限会社カミノ製作所 

実施項目 ・望ましい食習慣の形成に向けた社員食堂の設置 

具体的な取組状況 

○社員食堂の設置 

核家族化や共働きなど、昨今の社会情勢の変化により、家庭の食生活に様々な影響がみられるようにな

っています。弊社でも、朝食を抜いたり、昼食を既成食品で済ませたりする社員の姿がありました。 

 

日々の食事は社員1 人 1 人の健康に直結するものです。社員の健康は、弊社にとって何にも勝る宝物で

す。そこで、食事の面から、社員の健康をサポートしたいと考え、昨年６月、スプリング事業部の移転に

伴い、新工場内に社員食堂を設置しました。 

 

・地域在住の齋藤さんを調理担当のパートとして採用。 

・齋藤さんが地元で生産している米や野菜を食材として使用し、地産地消を実現。 

・野菜は無農薬栽培で生産されたもの。それを当日の朝に収穫し、昼食の食材として使用。 

・献立は野菜の生育状況や従業員の希望に応じて齋藤さんが自由にアレンジ。 

・昼食代は、福利厚生の一環として弊社が一部負担し、従業員負担は１食３００円。 

 

社員食堂の利用は強制ではありませんが、全員が社員食堂を利用しています。齋藤さんの手作りの食事

は、温かくて栄養が豊富で、愛情がつまっているからだと思います。 

 

社員食堂にみんなが集まって話をしながら食事をするので、社内の笑顔が増えました。また、昼食のメ

ニューを参考にしたり、斎藤さんに旬のものを使った簡単レシピを教えてもらったりして、家庭での食事

に取り入れる社員も見られるようになりました。 

 

何かと慌ただしい毎日ではありますが、可能な限り、手作りの食事を家族でとることが、子どもたちの

健全な成長に不可欠であると考えています。また、添加物が身体に与える影響や食事で体が作られていく

ことを親の世代にも、理解してもらえればよいと思います。弊社の社員食堂の実践が、各家庭の望ましい

食習慣の形成に結びついていくことを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


